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ネットワークセキュリティ基盤上の端末管理機能を応用して、スマートタップ等の特別な機器
を用いずにネ トワ ク全体を省電力化する管理技術を開発

研究開発の内容

を用いずにネットワーク全体を省電力化する管理技術を開発

【グリーンKoban】スイッチ1 (24時間稼働)

① 無駄の見える化：電力消費量をグラフ化
開発する次世代ネットワーク管理技術

【グリーンKoban】スイッチ1 (24時間稼働)
上流へ

② 無駄削減の自律化：電源や機器構成の自律的な制御

サーバ1

スイッチ3スイッチ2
if .. then…
else…

ポリシー(24時間稼働 -> 夜間稼働停止) (夜間稼働停止)

(負荷低 -> 稼働停止)

② 無駄削減の自律化：電源や機器構成の自律的な制御

サーバ3
サーバ2

スイッチ3

エネルギーポリシーの適用

(負荷低 > 稼働停止)

(24時間稼働) (夜間稼働停止) PC1 (夜間未使用)

< 本研究のアプローチ >
1. 既存の技術 (TCP/IP, SNMP, HTTP)
2. 申請者らが開発した技術 (国際標準：Mobile IPv6-MIB, Net Mobility-MIB)

新 技術 ①

無駄の定義
①情報機器が使われないまま電

源が入っていることにより消費さ
れる電力

3. 新しい技術 ( ①スマートタップ等の特別な機器を用いないネットワーク接続
情報のリアルタイム取得・可視化技術、

②無駄削減の自律化技術、③国際標準化)
4. 1.～3.の効果的な組み合わせと統合
5 成果に基づいた国際標準化と実用化 普及の展開

れる電力

②低負荷の情報機器で並列に
サービスが稼働している場合、
そのサービスを1つの情報機器

に集約することにより節約でき
る電力
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5. 成果に基づいた国際標準化と実用化・普及の展開
(G-MIBの国際標準化、ディジタルサイネージによる成果の展開、

インターンシップでの紹介、関連企業への紹介、
学術界における基調講演、招待論文などによる成果の公表)

る電力

③個人あるいは組織ごとに情報機
器を計画的、自律的にON/OFF
することにより，節約できる電力2



研究開発の成果

1. 高価な電力計測機器を用いずに、従来の10分の1以下の低コストで情報
システムの省電力化(無駄な電力の見える化）を実現する技術の開発システムの省電力化(無駄な電力の見える化）を実現する技術の開発
（世界初）

2. 開発技術を大規模ネットワークで、かつ個人情報管理とセキュリティの
厳しい東北大学病院のシステムに適用し実証実験に成功

3. 開発した省エネ化技術を国際特許/国内特許に出願中

4. 開発した技術の中核となるG‐MIB (Green‐Management Information Base)
技術をインターネットの国際標準化組織 IETFに提案し、大きな関心を集
め現在 継続審議中め現在、継続審議中
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研究開発の成果
－研究開発成果のポイント－

• 従来：高価な機器であるスマートタップを導入

– 大規模ネットワーク環境ほど導入コストが高くなる

本 究• 本研究：グリーンKoban(スマートタップ無）

– 大規模ネットワーク環境でも安価に且つ低コストに省エネ化を実現

– 不正端末接続防止機能を統合した、総合的な接続管理を実現

従来（スマートタップ有）
高

15,000万円

本研究 無

300万円

導入コスト 本研究（スマートタップ無）

10万円

1,200万円30万円

低

多少

5万円

10万円

10台 100台 5,000台
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端末台数小規模

ネットワーク
中規模
ネットワーク

大規模
ネットワーク

多少 10台 100台 5,000台



研究開発成果の展開
－グリーンKobanの開発－

本研究の成果既存のKoban

+
・見える化機能
・自律化機能

本研究 成果

GreenKobanGreenKoban

実用化

+
（管理対象の拡張）
・IP電話機

クセ ポイ ト

GreenKobanGreenKoban

・アクセスポイント
・サイネージシステム, etc.

ネットワークセキュリティ基盤

既存のKobanのファームウエア
バージョンアップとして実社会へ展開中

本研究の成果の一部は既に
実際 製品機能とし リリ 済

5

実際の製品機能としてリリース済み



実用化 事業化への取り組み状況

波及効果創出への取り組み

１．端末接続を管理するシステムとして「NetSkateシリーズ」を既に導入済みのユーザ１．端末接続を管理するシステムとして「NetSkateシリーズ」を既に導入済みのユーザ

実用化・事業化への取り組み状況

１．端末接続を管理するシステムとして NetSkateシリ ズ」を既に導入済みの ザ

には、本研究成果の可視化・レポート機能を基本機能としてファームウエアのアッ
プデートにより提供

１．端末接続を管理するシステムとして NetSkateシリ ズ」を既に導入済みの ザ

には、本研究成果の可視化・レポート機能を基本機能としてファームウエアのアッ
プデートにより提供

２．新規のユーザには基本機能として本機能を搭載した製品を提供２．新規のユーザには基本機能として本機能を搭載した製品を提供

ファームウエアの
バージョンアップとして提供

１. 既にNetSkakeKobanを利用中のユーザ
バ ジョンアップとして提供

２. 新規のユーザ
・自治体や企業など
ネットワークセキュリティと省電力を

Koban代理店（１５企業）と
連携して実施
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ネットワ クセキ リティと省電力を
同時に実現したいユーザ

連携して実施


